
 
庄原市立口北(くちきた)小学生を対象にした森林教室を行いました 

 
平成 31 年 4 月 26 日 
広島北部森林管理署 

 
 広島北部森林管理署では、4 月 26 日釜ヶ峰国有林において、庄原市立口北(くちきた)
小学校の全校児童(44 名)を対象に、森林教室と植物観察を行いました。 
 この活動は、毎年この時期に「びほく・森のサポーターズ」と協働で行っているもの

で、この取組も今年で 10 年目に入りました。 
まず、はじめに釜ヶ峰国有林に集合した児童らを前に、びほく・森のサポーターズが

紙芝居や森林(もり)や植物に関するクイズでの森林教室を行った後に、全員で目的地で

ある釜峰城跡(釜ヶ峰国有林内)を目指して登山をスタートしました。 

 

 森林教室の様子(真剣に説明を聞く児童) 

 登山の途中では、歩道沿いや森林内に生育している様々な植物について当署職員が説

明を行いながら、約 1 時間をかけて目的地の釜峰城跡に到着しました。 

 
   植生について説明する当署職員 

 参加した児童からは、「森林(もり)が私たちの生活に役立っていることが分かりまし

た。」、「森林(もり)づくりに参加してみたい。」などの感想がありました。 
広島北部森林管理署では、次世代を担う子供らを対象にした森林環境教育に今年度も

積極的に取り組んでいきます。 


